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サービス・フローモデルの開発 
（新井教授・首都大学東京 下村教授） 

サービス工学はサービスに着目し製品の高付加価値化を図る研究領域である．実社会に

おける一般的なサービスを見てみると，一対のプロバイダとレシーバのみからサービスが

構成されることは稀であり，実際には，複数の利害関係者（個人／組織）が介在する複雑

な多重構造を成している場合が多い．このようなサービスの多重構造の理解と，最上流の

プロバイダから最下流のレシーバに流れる価値の関係を明示するため，対象とするサービ

スの全体像をプロバイダ，レシーバのエージェントの連鎖によって表現するモデルとして，

フローモデルが提案されている[1](Fig.1)．フローモデル上で，レシーバ側面，プロバイダ

側面の両方を持つ中間的なエージェントは中継エージェントと呼ばれる． 
またフローモデルは，最終レシーバに当該サービスが到達するまでの流れを表しており，

本研究では，ペトリネットを用いたサービスのシミュレータ構築を行っている [2]．まず

本研究では，エージェントを評価部と変換部からなるユニット化された構造を持つ（Fig.2）
主体として定義する．更に，エージェントのより詳細な記述を可能とするため，部署・課

などの内部組織の概念を取り入れた再帰的な構造表現を導入している（Fig.3）. これらの

定義に基づいて作成したペトリネットのシミュレータの概略図を Fig.4 に示す．シミュレ

ーションの結果，サービス全体としての実現可能性の判定や，サービスの生産・製造過程

におけるボトルネック箇所の発見等の評価を実現することが可能となった． 
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Fig.1 1An Example of Flow Model Fig.2 Structure of Agent (1) 

Fig.3 Structure of Agent (2) Fig.4 A Screenshot of the Petrinet Simulator


